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 [授業の概要・目的]
日本近代社会の形成過程について論ずる。
その際には、中央のみならず、地域社会が直面した
政治・経済・文化的諸問題も取り上げて検討する。

 [到達目標]
日本近代（地域）社会の構造について、政治・経済・文化等の側面から理解する。

 [授業計画と内容]
授業計画
１．ガイダンス　日本の近代と社会史
２．近世社会の構造と解体
３．文明開化・民権運動・民衆運動
４．景気循環と近代工業
５．小農経営と農村社会
６．女工と繊維産業
７．商工業者と同業組合
８．職工と雑業層
９．都市の姿
１０．教育と立身出世
１１．メディアの変化
１２．政治の役割
１３．労働組合と初期社会主義
１４．日露戦後の社会
１５．フィードバック　

 [履修要件]
〇最低限高校日本史（近現代史）の知識をもっていることが望ましい。
　関連する他の人文・社会系の授業も履修するとより学習効果が上がる
　と思われる。

 [成績評価の方法・観点]
〇平常点評価（出席と参加の状況）25点
　試験（評価基準：授業内容を踏まえた上で、独自の視点や論点を打ち出した
　　ものとなっているか否か）75点
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 [教科書]
松沢裕作 『日本近代社会史ー社会集団と市場から読み解く』（有斐閣）ISBN:9784641174757（本書
で19～20世紀日本社会の変遷を学びます。）
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
〇予習：教科書で毎回のトピックに関する基礎知識を予習すること。
　該当箇所は授業時に指示する。
〇復習：授業時に配布したレジュメを読み、各回の論点を各自でまとめること。

 [その他（オフィスアワー等）]
〇授業後の質問など積極的な参加を期待する。

 [主要授業科目（学部・学科名）]


